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いま、世界め尭物市場がダイナミックに変  
化していきすム  

1、990年代半ば享では、ニキダぎ商品取引所  

（CBOT）、シカゴ・マーカン．タイル取引所  

（CM亭トニロシ1ドン金属取引所：（LME）など、  

19世範に誕草した古い歴史卑誇る米英の取引  

所が実物帝品を出発点として100年以上、世  

界め葬物市場を1トドしてきました。   

しかし、r90年代後半になり、通貨・国債・  

金利〕株価指数の先物やオプ．ショ㌢など、い  

わゆる金融先物商品が上場商品の大勢を占め  

るようになると、ロンドン国療金融先物取引  

軒（LIFFE）：∴ドイツ先物取引所（DTB）、  
フヲンス国際先物取引所（MATIF）、スイ  

スオ■ナショキ’・芦物取引所（SOFFEX）な  

ど辛い？た夷由やヨ⊥ロツパめ新興取引所が、  

J 注東わ大量処理や24時間アグセ‘不可能な電子  

取引を武器と・して、急速に出来高を増やして  

きま＝した。  

を中心とする取引所間の合従連衡によってさ  

らに加速されました。   

しせたこ取引ネッ下ケ⊥ケの拡大にともならて、   
200Q年にはEUREXをEURONEXT・LIFFEの  

両者が、一それぞれ単一取引所七して過去100年  

東上、世界の先物市場に君臨してきたCBOT、  

CMEを抜いて出来高世界ランキングの1、2  

位を占めるに至りました。  

土崩変化の背景には90年代に段階的に進ん   

窄亘U中瀬合があると考えられますが、   

EUREX努EURONEXT・I．IFFEは、いまや、   

盛時同和用できる電子取引システムを通じて、  
1ミハ  

J；  鱒個笹とどまらザ、米国はもちろん、アジア、   

中東など世界の広範な地域の投資ニーズやへ   

タジニ1如こ対応できる体制を確立していま  

す。－これは、もはや単なる成長、拡大ではな  
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∈こで注目すべきことは、アジア勢の台頭  

車す。   

EIJRE耳がCBOTを抜いて「出来高世界一」  

の座に就いたのも束の間、翌2001年には株価  

指数（KOSPI200）Lオプションが大ブレイク  

した韓国証券取引所（KSE）が急速に出来高  

を伸ばし、一気にEUREXを抜いて、出来高世  

界一の座に躍り出ました。   

また、中国でも、一時50余りが乱立した先  
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会社化によって、欧米取引所の体質は飛躍的  

に強化され、効率化、透明性の向上も進みま  

した。この動きは98年EUREX（DTBと  

SOFFEXが統合）、2002年EURONEXT・  

LIFFE（MATIFなどが合併したEURONEXT  

がLIFFEを買収）の誕生など、ヨーロッパ系  
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物市場が1994年以降、大連・上海・鄭州の3  

カ所に集約され、国内市場をバックとした農  

産物（大連・鄭州）、金鹿（上海）など、実  

物商品を主体に着実な成長を続けています。  

遠からぬ将来、人民元がフロートし、市場原  

理がさちに浸透するようになれば、その経済  

規模から見て、韓国のような金融先物市場の  

急拡大も十分、期待できるのではないでしょ  

うか。   

世界の先物取引所出来高ランキング  
（単位：100万枚）  

取引所名   11一ニ－て・ 2002年  ㌻・■二、一：⊥ 200年  
1  

1 KoreaStock 
位Exchange（KSE）  855   

丘EUREX   801  674  18．8¢ 

3EURONEXT・  
位LIFFE   

696  614  13．32   

占  
558  412    35・6   

。ME，  

肇  
5ChicagoBoardof 位Trade（CBOT）  345  260    32．0軋  
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・．彗   
75  57    ぞ＿：竺巨  

アジアでは古顔のシンガポール、香港市場  

でも、証券取引所と商品先物取引所がそれぞ  

れ統合され、体質が強化されました。すでに  

JOX（JapanOilExchange）のようなOTC（＝  

商品取引所外の店頭市場）も日本国内でなく、  

シンガポールを拠点として機能し始めていま  

す。2002年に世界の取引所で行われたデリバ  

ティブ取引の約3分の1がアジアで行われた  

との説もあります。今後は韓国、中国など、  

アジア地域における先物関連市場の成長から  

も日が離せないと思われます。   

一方、わが国では6月初め、東京工業品取  

引所（東工取）が国内の他取引所に先駆けて、  

欧米のクリアリングハウスに近いインハウス  

型の清算制度を導入しました。この結果、  

万一違約が生じた場合も、取引所が売買の当  

事者となっで、市場参加者に決済の履行を保  

証することとなりました。国内当業者や海外  

の有力プレーヤーの市場参加を阻んでいた最  

大の障害が取り除かれたといえます。   

東工取は来年5月にも、懸案の金先物オプ  

ションを上場する予定です。また、JOXで行  

われるスワップ、フォワードなど現物取引に  

よって生じたリスクの移転の場としての利用  

も増えるなど、次第に商品先物市場と現物  

米国先物取引業協会（FIA）喪矧こよる  

OTCとのかかわり合いも深めているようです。  

I 
■  

巻き返す玉 

出来高世界一の座を譲ったとはいえ、もち  

ろん米国の先物取引所も負けてはいません。  

現在も先物行政や自主親制機関などの面では  

世界の先物業界をリードしています。会員資  

格に制限がないアトランタ所在の特異な電子  

取引所InterContinentalExchange（ICI）が  

ロンドン国際石油取引所（ⅣE）を買収したり、  

CBOT、CMEなどによるミニ株価指数など  

の新商品開発、グローバルな電子取引端末の  

相互乗り入れ、清算機構の新秩序確立などを  

通じ、市場間競争の主導権回復に努めていま  

す。   

市場の信頼性、安全性、利便性の向上を目  

指して、世界の先物市場は今後、ますますダ  

イナミックな成長、進化を続けていくに違い  

ありません。  
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